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新
年
度
に
あ
た
り
、
皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
当
法
人
の
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
継
続
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
社
会
・
経
済

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
、
働
き
方
や
私
生
活
に
お
い
て

も
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
く
前
例
の
な

い
変
化
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
当
法

人
に
お
い
て
も
感
染
予
防
対
策
に
万
全
を
講
ず
る
だ
け
で
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
維
持
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
感

染
症
へ
の
不
安
の
中
で
日
々
懸
命
に
努
力
さ
れ
た
各
施
設
の
管

理
者
・
職
員
を
は
じ
め
利
用
者
・
家
族
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆

様
の
お
か
げ
で
、
利
用
者
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
支
え
な
が

ら
、
感
染
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
新
た
な
経
営
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
度
と

な
り
ま
す
。

　

第
４
期
経
営
計
画
は
、
第
３
期
で
課
題
と
し
て
抽
出
さ
れ
た

項
目
を
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
・
経
営
基
盤
の
強
化
・
地
域

貢
献
」
の
視
点
で
更
に
絞
り
込
み
重
点
的
に
課
題
解
決
へ
取
り

組
む
計
画
と
し
ま
し
た
。

　

経
営
計
画
は
、
法
人
の
経
営
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
施
設
を
利
用
す
る
皆

様
及
び
地
域
の
皆
様
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
、
ひ
い
て
は
沖

縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
の
永
続
的
発
展
に
繋
が
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度 

理
事
長
挨
拶

金
城 

敏
彦

き
ん
じ
ょ
う   

と
し
ひ
こ

理
事
長

いしみね救護園 にしのもり保育園 よみたん救護園 沖縄療育園

宮古厚生園 具志川厚生園 都屋の里 八重山厚生園

北嶺学園 名護厚生園 あけぼの学園 漲水学園
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経
営
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成

17
年
度
末
で
沖
縄
県
と
の
「
県
立
社
会
福

祉
施
設
管
理
委
託
契
約
」
が
終
了
、
そ
の

後
の
施
設
経
営
を
継
続
的
に
安
定
し
た
も

の
と
す
る
た
め
沖
縄
県
と
「
県
立
社
会
福

祉
施
設
の
民
営
化
に
関
す
る
協
定
」
締
結

を
協
議
す
る
中
で
、
経
営
計
画
の
策
定
が

急
が
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

経
営
計
画
策
定
に
向
け
て
は
、
平
成
18

年
度
に
経
営
理
念
と
し
て
「
利
用
者
本
位

の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」「
経
営
基
盤
の

強
化
」「
地
域
貢
献
」を
明
確
に
打
ち
出
し
、

第
1
期
計
画
（
平
成
20
年
度
〜
24
年
度
）

で
は
「
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
や
り
方
を
見

直
す
経
営
改
革
」
に
取
り
組
み
、そ
の
後
、

一
定
の
経
営
基
盤
が
構
築
で
き
た
こ
と
か

ら
第
2
期
計
画
（
平
成
25
年
度
〜
29
年

度
）
で
は
「
既
存
事
業
の
見
直
し
と
新
規

事
業
の
検
討
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

第
３
期
計
画
（
平
成
30
年
度
〜
令
和

2
年
度
）
で
は
、
年
々
、
社
会
福
祉
法
人

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
事

を
受
け
計
画
期
間
を
３
年
間
に
改
め
、「
利

用
者
に
対
す
る
姿
勢
」「
社
会
に
対
す
る

姿
勢
」「
人
材
に
対
す
る
姿
勢
」「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
対
す
る
姿
勢
」
の
４
視
点
か
ら

経
営
理
念
の
具
現
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
３
期
経
営
計
画
の
取
組
結
果
と
し

て
、「
経
営
基
盤
の
強
化
」「
地
域
貢
献
」

面
で
は
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
が
、「
利

用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
面

で
は
課
題
解
決
に
至
っ
て
な
い
面
も
あ
り

更
な
る
取
組
が
必
要
な
状
況
に
有
り
ま

す
。

　

第
４
期
計
画
（
令
和
3
年
度
〜
5
年

度
）
で
は
、
前
計
画
で
の
課
題
の
解
決
に

向
け
こ
れ
ま
で
以
上
に
施
設
管
理
者
は
社

会
福
祉
法
が
規
定
す
る
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
基
本
的
理
念
及
び
提
供
の
原
則
」
を
自

ら
の
言
葉
で
職
員
へ
伝
え
、
同
じ
価
値
観
・

同
じ
方
向
性
で
業
務
に
就
く
体
制
を
再
構

築
し
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
等
感
染
症
の
影
響
継

続
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
と
し
て
「
管
理

会
計
」
の
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

経
営
計
画
に
つ
い
て

石
川 

俊
雄

い
し
か
わ
　  

と
し
お

常
務
理
事
兼

事
務
局
長

初
級
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
を
受
講
し
て

　

今
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

の
開
催
と
い
う
事
で
、
昨
年
度
ま
で
の
開

催
方
法
と
違
い
本
研
修
開
催
前
に
事
前
課

題（
動
画
視
聴
）を
１
月
下
旬
ま
で
に
行
っ

た
後
に
、
２
月
９
日
か
ら
10
日
の
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
全
国
か
ら
2
8
0
余
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
参
加
者
の
中
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

が
上
手
く
繋
が
ら
ず
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
何
と
か
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

研
修
に
お
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
に
始

ま
り
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目
的
や
事

故
予
防
の
ア
セ
ス
等
を
事
例
を
紹
介
を
し

な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
詳
し
く
説
明
等
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
危
険
予
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
で
、
職
場
に
潜
む
危

険
要
因
と
そ
れ
が
引
き
起
こ
す
現
象
を
職

員
間
で
共
有
し
改
善
に
努
め
る
こ
と
や
、

５
Ｓ（
整
理
、整
頓
、清
掃
、清
潔
、し
つ
け
）

活
動
を
全
員
参
加
で
徹
底
す
る
活
動
で
、

業
務
の
効
率
向
上
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
を
行
う
事
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
施
設
で
リ
ス
ク
の
取
組
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
研
修
で
リ
ス
ク

の
奥
深
さ
と
組
織
で
動
く
に
は
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
行
動
力
が
大
事
で
あ
る
事
を

学
び
今
後
は
、
研
修
受
講
を
活
か
し
た
取

組
を
行
っ
て
い
く
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。

上
級
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て

初
級
・
上
級 

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修

　

本
講
座
は
、初
級
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

養
成
講
座
修
了
者
を
対
象
と
し
て
、
令
和

3
年
1
月
上
旬
か
ら
開
始
さ
れ
た
動
画
に

よ
る
講
義
を
視
聴
後
、
2
月
3
日
の
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
用
し
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ラ

イ
ブ
研
修
と
い
う
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

動
画
講
義
に
お
い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
法
的
責
任
（
判
例
解
説
）、

社
会
福
祉
法
人
を
め
ぐ
る
国
の
動
向
、
緊

急
時
の
初
期
対
応
等
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
続
く
ラ
イ
ブ
研
修
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
初
級
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
ャ
ー
養
成
講
座
終
了
後
に
各
参
加
者
が

自
施
設
で
取
り
組
ん
だ
成
功
・
失
敗
事
例

の
報
告
後
、
新
た
に
提
示
さ
れ
た
事
故
の

事
例
を
グ
ル
ー
プ
内
で
討
議
し
、
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
受
講
す
る

に
当
た
り
不
慣
れ
な
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
操
作
に

戸
惑
う
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
の
操
作
に
長
け
た
園
の
若
い
職
員
の
助

け
も
借
り
、
無
事
に
研
修
を
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
令
和
3
年
度
介
護
報
酬
改

定
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
施
設
に
お
け

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
が
謳
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
得
ら
れ

た
知
識
を
活
用
し
、
そ
の
対
応
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
宮
古
厚
生
園

生
活
支
援
課
長

よ
ぎ
　
　 

ふ
み
ひ
ろ

与
儀 

文
博

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
宮
古
厚
生
園

介
護
課
長す

な
か
わ
　  

ま
さ
し

砂
川 

正
司
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み
を
構
築
す
る
。

② 

採
用
一
年
未
満
の
職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
面
接
を
実
施
し
離
職
の
防
止
を
図
る
。

③ 

職
層
毎
の
人
材
育
成
を
目
指
し
、
年
間
２

回
程
度
、
理
事
・
事
務
局
課
長
等
と
施
設
の
各

職
層
が
法
人
内
で
発
生
し
て
い
る
又
は
過
去
に

発
生
し
た
課
題
の
実
例
を
題
材
と
し
て
、
解
決

に
向
け
た
検
討
を
行
う
学
習
会
を
開
催
し
、
課

題
抽
出
・
解
決
へ
の
段
取
り
・
職
員
周
知
方
法

等
を
学
ぶ
。

① 
理
事
会
及
び
理
事
長
は
、
法
人
本
部
機
能

の
強
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
法
人
経
営
及
び
各

事
業
経
営
が
良
好
に
進
展
す
る
よ
う
執
行
体
制

機
能
を
強
化
す
る
。

② 

監
事
及
び
事
務
局
は
、
事
務
局
・
全
施
設

を
対
象
と
し
た
内
部
監
査
を
行
い
、
業
務
執
行

機
能
の
強
化
を
図
る
。

③ 

月
単
位
で
利
用
率
・
職
員
配
置
状
況
・
介

護
比
率
・
正
規
率
等
を
確
実
に
把
握
し
課
題
抽

出
を
行
い
、
施
設
と
共
に
解
決
に
向
け
た
取
組

を
実
施
す
る
。

④ 

法
人
内
で
管
理
会
計
を
導
入
し
、
増
収
・

支
出
減
を
実
現
す
る
。

⑤ 

内
部
環
境
の
把
握
・
分
析
と
し
て
、
職
員

の
声
の
聴
取
、
投
書
箱
に
寄
せ
ら
れ
る
家
族
等

か
ら
の
苦
情
要
望
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
自
己

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
事
故
の
発
生
状
況
、
利
用

率
、
職
員
確
保
、
人
事
考
課
結
果
等
か
ら
自
施

設
の
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
。

⑥ 

施
設
内
で
発
生
し
て
い
る
課
題
を
通
し
て
、
利

用
者
支
援
に
向
か
う
姿
勢
・
労
務
・
人
事
管
理
等

で
常
に
次
世
代
の
経
営
層
の
育
成
に
取
り
組
む
。

① 

職
員
倫
理
委
員
会
設
置
要
綱
に
基
づ
く
施

設
倫
理
委
員
会
か
ら
の
報
告
を
２
回
受
け
、
施

設
毎
の
課
題
や
対
応
を
確
認
す
る
。
事
務
局
及

び
各
施
設
の
管
理
職
は
、
不
適
切
支
援
の
根
絶

に
向
け
毅
然
と
し
た
対
応
を
行
う
。

② 

虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
各
施

設
へ
周
知
を
図
る
。

③ 

に
し
の
も
り
保
育
園
で
第
三
者
評
価
を
受

審
し
、
評
価
の
高
い
事
項
・
評
価
の
低
い
事
項

を
把
握
す
る
と
共
に
、
改
善
に
向
け
て
は
事
務

局
と
施
設
が
情
報
を
共
有
し
具
体
的
な
改
善
策

を
策
定
し
改
善
に
向
け
る
。

① 

名
護
厚
生
園
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
事
業
を
名
護
市
か
ら
受
託
し
、
地
域
住

民
の
心
身
の
健
康
の
保
持
及
び
生
活
の
安
定
の

た
め
の
援
助
を
行
う
。

② 

子
育
て
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
生
活
困

窮
世
帯
児
童
の
学
習
支
援
な
ど
を
推
進
す
る
。

① 

働
き
方
の
指
針
で
示
し
た
管
理
職
像
を
事

務
分
掌
で
も
明
確
に
し
、
組
織
が
目
指
す
も
の

・
価
値
観
・
存
在
意
義
が
明
記
さ
れ
た
経
営
理

念
等
を
職
員
に
周
知
徹
底
す
る
。
事
務
局
主
催

の
研
修
で
も
発
信
す
る
。

② 

若
年
層
確
保
に
向
け
介
護
職
で
の
新
規
高

卒
者
の
確
保
策
と
し
て
、
八
重
山
地
区
で
実
施

し
た
仕
組
み
を
他
地
域
で
も
運
用
す
る
。
指
導

員
職
で
の
新
規
大
卒
に
つ
い
て
は
新
た
な
仕
組

令
和
３
年
度 

沖
縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
事
業
計
画

2

社
会
に
対
す
る
姿
勢

3

人
材
に
対
す
る
姿
勢

4
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
姿
勢

1

利
用
者
に
対
す
る
姿
勢

勘 定 科 目

令和３年度　資金収支予算書

当年度予算額
①

前年度予算額
②

法 人 全 体

増　減
①－②大 区 分

収入

支出事業活動

施設整備等

事業活動収入計 

事業活動支出計

4,510,464

4,322,335

事業活動資金収支差額

その他の活動

当期資金収支差額

（単位：千円）

予　備　費

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

4,366,296

4,315,017

144,168

7,318

収入

支出

施設整備等収入

施設整備等支出  

  

1,320

81,232

施設整備等資金収支差額

0

95,480

1,320

△ 14,248

収入

支出

その他の活動収入

その他の活動支出

341,207

283,363

その他の活動資金収支差額

188,129

△ 79,912

57,844

51,279

△ 95,480

22,837

136,850

15,568

35,007

49,500 49,500 0

116,561 △ 70,864 187,425

853,887 1,126,108 △ 272,221

970,448 1,055,244 △ 84,796

313,754

290,917

27,453

△ 7,554
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昨
夏
、
財
団
法
人
「
1
0
0
万
人
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
ラ
イ
ブ
」
を
中
心
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
子
ど
も
の
食
の
確
保
を
目
的
に
『
子
ど

も
の
食
緊
急
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
支
援
を

受
け
、
全
国
1
4
0
余
の
児
童
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
が
繋
ぎ
役
と
な
り
、
食
の
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
や
家
庭
に
食
品
を
届
け
る
活
動
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
活
動
に
取
り
組
む
に
あ

た
り
、
児
童
相
談
所
宮
古
分
室
・
市
児
童
家
庭

課
と
話
し
合
い
を
持
ち
、
市
教
育
委
員
会
・
民

生
委
員
等
の
協
力
も
得
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前

に
し
た
12
月
23
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
時
期
に
市
母
子
会
か
ら
も
食
品

の
提
供
が
あ
り
、粉
ミ
ル
ク
セ
ッ
ト
（
10
世
帯
）、

お
米
や
レ
ト
ル
ト
等
セ
ッ
ト
（
40
世
帯
以
上)

、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
11
ク
ラ
ブ
約
5
0
0
人

分
）
へ
お
菓
子
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

支
援
対
象
先
を
決
め
る
の
は
難
し
い
事
で
し

た
が
、
1
件
で
も
多
く
の
世
帯
へ
届
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。
訪
問
し
た
家
庭
で
は
、

親
は
驚
き
と
感
謝
で
に
こ
や
か
な
表
情
に
な

り
、
子
ど
も
達
は
嬉
し
そ
う
に
何
度
も
食
品
の

入
っ
た
袋
を
覗
い
た
り
、
待
ち
き
れ
な
く
て
ラ

ー
メ
ン
の
袋
を
す
ぐ
に
開
け
て
し
ま
う
子
も
い

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
て
も
訪
問

の
機
会
・
会
話
が
深
め
ら
れ
る
機
会
と
な
り
、

更
に
新
た
な
家
庭
と
の
繋
が
り
も
で
き
て
、
有

意
義
な
活
動
で
し
た
。
地
域
に
お
い
て
も
、
今

後
の
新
た
な
連
携
の
徴
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

漲
水
学
園

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　
は
り
み
ず

相
談
員

子
ど
も
の
食
緊
急
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に

参
加
し
ま
し
た

お
く
だ
い
ら
　 

ひ
さ
の

奥
平 
久
乃

　　

平
成
28
年
度
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
生
活
困

窮
世
帯
児
童
の
学
習
支
援
「
に
じ
い
ろ
塾
」
も

早
５
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
児
童

生
徒
の
塾
利
用
に
お
い
て
、
保
護
者
の
協
力
、

講
師
の
先
生
方
や
宮
古
島
市
の
多
大
な
協
力
や

お
力
添
え
に
よ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
学
習
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
法
人
の
地
域
貢
献
取
り
組
み
と
し
て
、
生

活
困
窮
世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
安
心
し
て

学
ぶ
こ
と
の
出
来
る
場
を
提
供
し
、
学
習
の
遅

れ
や
学
習
方
法
に
つ
い
て
、
相
談
や
面
談
を
通

し
、
自
立
に
向
け
た
意
欲
喚
起
や
学
習
意
欲
等

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
宮
古
島
市
と

の
協
力
・
協
同
に
よ
り
、
実
情
に
応
じ
て
食
事

（
軽
食
）
の
提
供
を
行
い
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
、
将
来

の
夢
や
目
標
が
持
て
る
よ
う
に
、
講
師
の
先
生

方
と
常
に
情
報
交
換
会
や
入
塾
児
童
生
徒
の
学

習
把
握
、
宮
古
島
市
圏
域
に
お
け
る
生
活
困
窮

世
帯
の
実
態
把
握
、
保
護
者
と
の
意
見
交
換
等

実
施
す
る
中
で
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は

り
み
ず
の
相
談
業
務
の
機
能
も
リ
ン
ク
し
効
率

的
・
効
果
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

塾
を
利
用
し
て
い
る
児
童
生
徒
か
ら
は
、「
成

績
が
あ
が
っ
た
」「
塾
は
楽
し
い
」「
お
友
達
が

で
き
た
」「
食
事
お
い
し
い
よ
」
児
童
生
徒
保

護
者
よ
り
「
学
習
助
か
っ
て
い
ま
す
」「
学
習

に
意
欲
が
出
て
き
て
い
ま
す
」
等
の
意
見
や
、

中
学
３
年
生
の
利
用
が
増
え
、
高
校
受
験
対
策

を
講
じ
た
結
果
、
合
格
率
１
０
０
％
の
成
果
を

成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
が
取
り
組
む
地
域
へ
の
貢
献
事
業
が

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
更
な
る

支
援
体
制
の
構
築
を
図
り
、
公
益
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
養
護
施
設
　
漲
水
学
園

管
理
課
長

に
じ
い
ろ
塾

〜
地
域
に
お
け
る
公
益
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

う
ざ
　
　
し
ょ
う
い
ち

宇
座 

正
市

粉ミルクセットとお米セット

放課後児童クラブへ
ひなあられを贈呈



障
害
者
支
援
施
設
都
屋
の
里

園
長

は
な
し
ろ
　  

ひ
ろ
や
す

花
城 

裕
康

　

子
供
の
頃
の
休
日
と
い
え
ば
「
夏
休
み
」。
大
人
に
な
り
、
当
時
の
出
来
事
を
思

い
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
後
半
に
は
宿
題
も
終
わ
り
、
遊
び
も
尽
き

て
日
々
の
遊
び
や
楽
し
み
を
模
索
し
た
記
憶
が
あ
る
方
も
少
な
か
ら
ず
い
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
記
述
す
る
こ
と
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
十
三
歳
の
少
年
四

人
の
夏
休
み
の
出
来
事
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
年
Ａ「（
中
部
地
区
）
国
道
の
分
離
帯
に
数
字
が
書
い
て
あ
る
ぞ
。（
北
へ
歩
く

と
）
数
字
が
減
っ
て
い
く
。」
少
年
四
人
は
顔
を
合
わ
せ
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
、「
０

地
点
ま
で
行
く
ぞ
。」
っ
て
こ
と
で
家
族
へ
置
き
手
紙
を
残
し
て
ゴ
ー
ル
の
０
地
点

へ
出
発
。

　

一
日
目
、
少
年
四
人
は
帽
子
を
被
っ
て
い
る
も
沖
縄
の
太
陽
の
日
差
し
が
痛
い
ほ

ど
降
り
注
ぐ
。
自
分
自
身
を
守
る
た
め
、
葉
っ
ぱ
を
帽
子
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で

被
る
こ
と
で
『
熱
を
遮
断
』
と
笑
い
な
が
ら
歩
き
続
け
る
こ
と
七
日
目
、
国
頭
村
の

辺
戸
岬
に
到
着
。
だ
が
、
そ
こ
は
０
地
点
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
残
っ
た
力
を

振
り
絞
り
再
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ー
ル
は
国
頭
村
奥
の
小
さ
な
橋
（
当
時
の
記
憶
）。

　

少
年
た
ち
は
、
誤
っ
た
達
成
感

に
浸
り
、
バ
ス
で
家
路
に
着
い
た

と
同
時
に
、
親
か
ら
は…

。
懲
り

ず
に
少
年
達
は
翌
年
の
休
日
に
は

自
転
車
で
沖
縄
県
中
・
北
部
地
区

一
周
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が

発
達
し
、
時
間
と
労
力
な
ど
を
か

け
ず
に
情
報
が
得
ら
れ
る
時
代
で

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
子
様
に
は
、

「
休
日
の
お
出
か
け
は
家
族
と
一

緒
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

少
年
Ａ
た
ち
は
中
年
と
な
り
、

「
ま
た
い
つ
の
日
か…

」
と
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
休
日
の

  

お
出
か
け
は…

」
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居
宅
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会

　

１
月
26
日
、
４
厚
生
園
居
宅
介
護
支
援

専
門
員
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

対
面
式
の
連
絡
会
で
は
な
く
、
W
e
b
会

議
シ
ス
テ
ム
（
Zoom
）
を
活
用
し
た
初

め
て
の
連
絡
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
、「
業
務
改
善
と
よ
り
良

い
利
用
者
支
援
」
を
目
的
に
、
現
在
使
用

し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
修
正
に
向
け
た
調

整
、
各
事
業
所
間
の
意
見
の
す
り
合
わ
せ

や
業
務
に
お
け
る
工
夫
等
に
つ
い
て
情
報

の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

　

各
事
業
所
よ
り
「
各
地
域
の
ロ
ー
カ
ル

ル
ー
ル
に
基
づ
き
介
護
シ
ス
テ
ム
の
文
言

等
を
変
更
で
き
る
よ
う
し
て
ほ
し
い
」「
沖

縄
県
版
共
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
様
式
を
使
用

し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
と
リ
ン
ク
で
き
な
い

か
」
等
の
様
々
な
要
望
が
あ
り
、
積
極
的

な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
支
援
専
門
員
の
仕
事
は
多
岐
に
渡

り
、
年
々
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
は

増
大
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

業
務
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
日
々
見
直
し
・
改
善
に
取
り
組
み
、
ご

利
用
者
・
ご
家
族
の
皆
様
か
ら
「
厚
生
園

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
選
ん
で
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後

も
４
厚
生
園
で
連
携
を
図
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
質
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

四
厚
生
園
介
護
課
長
連
絡
会
連
絡
会 

報
告

　

令
和
2
年
12
月
4
日
リ
モ
ー
ト
で
四
厚

生
園
介
護
課
長
連
絡
会
が
行
わ
れ
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
業
務
手
順
書
及
び
、
人
材
確
保
が

主
な
議
題
で
、
皆
さ
ん
緊
張
気
味
の
中
会

議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
事
故
対
策
会
議
の
進
行
役
や

議
事
録
の
ま
と
め
、
重
大
事
故
の
報
告
書

の
作
成
提
出
な
ど
役
割
が
各
施
設
で
違
っ

て
い
ま
し
た
。

　

業
務
手
順
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
各
施

設
で
作
成
、
見
直
し
を
す
る
事
で
業
務
の

見
直
し
が
出
来
る
た
め
、
施
設
ご
と
に
作

成
し
た
方
が
良
い
と
の
意
見
が
出
ま
し

た
。

　

人
材
の
確
保
で
は
、
八
重
山
で
は
新
規

高
卒
者
枠
が
あ
り
、
興
味
は
あ
る
が
ほ
と

ん
ど
が
島
外
に
出
る
為
、
採
用
が
難
し
い

こ
と
か
ら
法
人
全
体
に
新
規
高
卒
者
枠
を

広
げ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
リ
モ
ー
ト
で
の
会
議
で
喋
る

タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
分
か
り
に
く
く
、
工
夫

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
次
回
の
会
議

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

宮
古
厚
生
園
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

介
護
支
援
専
門
員

し
も
じ
　
　
　
ゆ
み

下
地 

佑
実

八
重
山
厚
生
園

介
護
課
長

ふ
る
み
　  

よ
し
ひ
ろ

古
見 

嘉
浩
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昭
和
62
年
海
邦
国
体
で
沖
縄
県
の
優
勝
に
歓
喜
し
た

年
に
、
沖
縄
療
育
園
に
嘱
託
看
護
師
と
し
て
採
用
さ
れ

34
年
が
経
ち
ま
し
た
。「
役
職
が
人
を
育
て
る
」
と
言
い

ま
す
が
、
役
職
が
変
わ
る
た
び
、
そ
の
立
場
で
物
事
を

判
断
す
る
よ
う
に
な
り
、
成
長
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

困
難
に
ぶ
つ
か
る
た
び
上
司
の
指
導
、
同
僚
や
部
下
の

助
言
、
家
族
に
支
え
ら
れ
定
年
ま
で
勤
め
る
事
が
出
来

た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　

平
成
18
年
の
民
営
化
で
経
営
理
念
を
掲
げ
、
全
職
員

で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
と
経

営
基
盤
の
強
化
は
、
ほ
ぼ
達
成
に
近
い
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
で
あ
る
地
域
に
貢
献
し
愛
さ
れ
る
施
設
づ
く
り

の
達
成
に
向
け
、
再
雇
用
と
し
て
も
う
暫
く
皆
さ
ん
と

一
緒
に
頑
張
り
ま
す
。

～ 退職者あいさつ ～

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
　
沖
縄
療
育
園

事
務
長

こ
ば
し
が
わ
　 

つ
と
む

小
橋
川 

務

　

昭
和
57
年
12
月
事
業
団
に
採
用
さ
れ
療
育
園
、
都
屋

の
里
、
具
志
川
厚
生
園
、
北
嶺
学
園
と
勤
務
、
振
り
返

れ
ば
十
数
年
の
歳
月
が
横
た
わ
っ
て
い
た
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。
一
番
若
輩
者
だ
っ
た
の
が
い
つ
の
間
に
か

年
長
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
出
会
っ
た
多
く
の

素
晴
ら
し
い
先
輩
方
に
言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
お
世
話

に
な
り
、
頼
も
し
い
後
輩
た
ち
に
頭
が
下
が
る
ほ
ど
助

け
ら
れ
無
事
（
か
ど
う
か
は
心
も
と
な
い
で
す
が
）
定

年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
支
え
ら
れ
て

き
た
の
だ
と
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
北
嶺
学
園
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

障
害
者
支
援
施
設
　
北
嶺
学
園

介
護
員

う
え
ち
　
　
　
　
　
　
こ

上
地 

た
つ
子

　

看
護
師
と
し
て
40
年
近
く
が
過
ぎ
今
回
定
年
退
職
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
々
と
の
か
か
わ

り
は
忙
し
い
中
で
も
私
を
笑
顔
に
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
が

多
く
逆
に
私
自
身
が
癒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
微
笑
ま
し
い
思
い
出
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
日
々
の
生
活
に
ゆ
と
り
を
持
ち
趣
味
や

自
分
と
向
き
合
う
時
間
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
働
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
　
沖
縄
療
育
園

看
護
師

な
か
む
ら
　  

ふ
み
こ

仲
村 

史
子

　

平
成
17
年
５
月
に
沖
縄
療
育
園
に
嘱
託
職
員
と
し
て
入

社
し
平
成
21
年
に
正
職
員
に
な
り
、
嘱
託
職
員
か
ら
沖
縄

療
育
園
で
13
年
間
、
北
嶺
学
園
で
は
３
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
16
年
間
事
業
団
で
勤
め
る
事
が
出
来
た
の
も

ひ
と
え
に
職
場
の
皆
様
の
ご
協
力
や
お
心
遣
い
が
あ
っ
た

か
ら
こ
お
そ
で
す
。
ま
た
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
事
、

家
族
の
方
々
か
ら
教
わ
っ
た
事
は
私
の
一
生
の
宝
物
で

す
。

　

そ
し
て
職
員
の
皆
さ
ん
、
ご
支
援
、
ご
指
導
本
当
に
あ

り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
調
に
気
を
つ

け
な
が
ら
職
責
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

障
害
者
支
援
施
設
　
北
嶺
学
園

介
護
員

き
ん
じ
ょ
う
　
ひ
ろ
と
し

金
城 

浩
敏

　

こ
の
度
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
名

護
厚
生
園
で
10
年
間
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
親
子

ほ
ど
の
年
の
差
の
あ
る
皆
さ
ん
か
ら
若
い
パ
ワ
ー
を
も
ら

い
な
が
ら
一
日
一
日
を
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
10
年
間
振
り
返
っ
て
み
る
と
感
謝
し
か
な
い
で
す
。

機
械
音
痴
の
私
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
苦
手
で
悩
ん
で
い

る
時
色
々
分
か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
で

も
四
苦
八
苦
の
毎
日
で
す
。

　

50
代
で
正
規
職
員
へ
採
用
さ
れ
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
涙
が

出
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。介
護
か
ら
養
護
へ
異
動
が
あ
り

養
護
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
分

か
ら
な
い
中
で
の
突
然
の
異
動
で
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
先
輩
職
員
か
ら
「
肩
の
力
を
抜
い
て
ゆ
っ
く

り
や
れ
ば
い
い
よ
」
の
一
言
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
今
日
ま
で
き
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
定
年
後
も
働
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
心
機
一
転
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
名
護
厚
生
園

介
護
員

ま
つ
だ
　
　
　
　
　
　
　
こ

松
田 

あ
き
子

　

不
思
議
な
ご
縁
で
よ
み
た
ん
救
護
園
に
在
籍
さ
せ
て
い

た
だ
き
十
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。
多
忙
だ
っ
た
雑
誌
記

者
時
代
、
静
寂
の
海
底
で
仕
事
に
打
ち
込
ん
だ
潜
水
士
時

代
、
監
視
社
会
の
束
縛
の
中
、
孤
軍
奮
闘
し
た
IT
時
代
。

そ
し
て
人
生
最
後
に
選
択
し
た
「
介
護
に
献
身
す
る
と
い

う
生
き
方
」、
当
時
面
接
に
立
ち
会
っ
た
園
長
・
課
長
、

五
十
歳
を
超
え
た
私
に
も
快
く
後
押
し
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
得
た
知
識
や
技
術
は
現
在
年
老
い
た
母

の
介
護
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

先
輩
、
上
司
、
同
僚
の
皆
さ
ん
、
さ
ら
に
は
介
護
技
術

を
磨
か
せ
て
頂
い
た
施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

救
護
施
設
よ
み
た
ん
救
護
園

介
護
員

お
お
や
　
じ
ゅ
ん
い
ち

大
屋 

純
一
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令
和
３
年
度

人
事
異
動

　

平
成
22
年
に
33
年
間
の
勤
め
を
終
え
て
定
年
し
、
そ

の
後
再
雇
用
、
契
約
雇
用
で
11
年
間
勤
め
計
44
年
間
の

事
業
団
勤
務
で
し
た
。
71
年
の
人
生
の
半
分
以
上
は
事

業
団
生
活
で
過
ご
し
、
多
く
の
事
を
学
び
経
験
し
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
大
変
感
謝
で
す
。

　

宮
古
厚
生
園
の
17
代
園
長
に
就
任
し
た
の
は
、
事
業

団
民
間
移
行
の
前
年
の
平
成
17
年
の
４
月
で
し
た
。
昭

和
32
年
に
琉
球
政
府
が
設
置
し
宮
古
厚
生
寮
と
し
て
開

設
以
来
、
県
職
員
16
名
の
方
が
担
っ
て
き
た
歴
史
あ
る

要
職
を
事
業
団
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
宮
古
厚
生
園
で
17
年
の
長
期
に
亘
っ
て
仕
事
が

出
来
た
の
は
、
職
員
の
協
力
と
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
の
仕
事
は
き
つ
く
地
味
で
す
が
、
や
り
甲
斐
が

あ
り
ま
す
。
宮
古
厚
生
園
で
は
日
常
挨
拶
の
様
に
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
が
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
、
職
員

か
ら
聞
か
ら
れ
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
で
感
謝

を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
癒
や
さ
れ
元
気
が
で
て

明
る
く
な
り
、
や
り
甲
斐
と
な
り
ま
す
。

　

宮
古
厚
生
園
で
は
平
成
31
年
に
結
核
が
発
生
し
職
員

9
名
が
発
病
、
28
名
が
感
染
者
と
な
る
異
常
事
態
が
発

生
し
ま
し
た
。
介
護
現
場
職
員
は
入
院
、
副
作
用
に
よ

る
体
調
不
良
、
感
染
の
恐
怖
が
あ
る
中
で
利
用
者
感
染

防
止
に
取
り
組
み
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
で
す
。
ま
た
昨
年
か
ら
世
界
中
で
発
生
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
施
設
内
の
感
染
防
止
対
策
、
面

会
対
策
、
家
族
対
応
等
に
追
わ
れ
、
さ
ら
に
施
設
職
員

と
し
て
自
覚
を
持
っ
た
会
食
・
飲
食
の
控
え
外
出
の
自

粛
で
心
身
共
に
疲
労
す
る
中
で
、
一
人
の
感
染
者
も
出

さ
ず
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
誇
り
で
す
。

　

最
後
に
愛
す
る
社
会
福
祉
事
業
団
と
宮
古
厚
生
園
に

「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝
を
込
め
て
挨
拶
と
し
ま
す
。

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
宮
古
厚
生
園

園
長

た
い
ら
　
　  

ひ
ろ
じ

平
良 

洋
治

～ 退職者あいさつ ～

　

私
こ
と
、
こ
の
度
個
別
契
約
終
了
に
よ
り
漲
水
学
園
を

退
任
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
4
月
社
会
福
祉
事
業
団
の
一
員
と
し
て
5
年

間
漲
水
学
園
の
副
園
長
・
園
長
と
し
て
「
明
る
く
楽
し
く

夢
の
あ
る
漲
水
学
園
」
づ
く
り
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
偏
に
職
員
の
皆
様
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

副
園
長
に
な
っ
て
間
も
な
く
、
宮
古
島
市
の
困
窮
世
帯

児
童
生
徒
の
学
習
支
援
に
取
組
み
、
そ
こ
で
は
宮
古
島
市

母
子
会
と
連
携
し
て
進
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
は
、

漲
水
学
園
卒
園
児
童
の
社
会
的
自
立
支
援
も
地
域
の
皆
様

方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
立
ち
上
げ
る
事
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
広
く
地
域
に
貢
献
し
、
地
域
の
人
々
に

信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
す
経
営
理
念
の
下
、
漲

水
学
園
の
推
進
す
る
事
業
は
、
地
域
の
皆
様
に
暖
か
く
愛

さ
れ
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
地
域
の
温
か
い
支
援
を
受
け
、
児
童
の
皆
さ

ん
も
し
っ
か
り
高
校
に
進
み
、
自
分
自
身
の
「
将
来
の
目

標
・
夢
」
に
向
か
っ
て
頑
張
る
様
子
が
見
ら
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
誠
に
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
今
後
は
、
地
域
に
お
い
て
漲
水
学
園
の
更
な
る
発

展
を
陰
な
が
ら
支
え
つ
つ
、
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
参
り

た
く
考
え
て
い
ま
す
。
短
い
期
間
で
し
た
が
、
大
変
お
世

話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
退
職
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　ダイヤモンドハートアウトリー
チオキナワ様より婦人保護施設
へ、自転車、子ども用チェア、ベ
ビーカー、チャイルドシートの寄
贈を頂きました。自転車は自家
用車のない入所者の通勤手段と
して、子ども用品は、入所者の
同伴児用として、活用させて頂き
ます。心より感謝申し上げます。

　大同火災海上保険株式会社様
より、車椅子４台の寄贈をいた
だきました。八重山厚生園、よ
みたん救護園にて活用させて頂
きます。心より感謝申し上げます。

児
童
養
護
施
設
漲
水
学
園

園
長

お
く
は
ら
　
か
ず
ひ
で

奥
原 

一
秀

沖
縄
療
育
園

　

看
護
課
長　

仲
間
義
弘（
沖
縄
療
育
園 

看
護
主
任
）

北
嶺
学
園

　

管
理
課
長　

平
川
亜
紀（
北
嶺
学
園
相
談
支
援
専
門
員
）

漲
水
学
園

　

園
長　

砂
川
繁
信（
宮
古
厚
生
園
副
園
長
兼
生
活
支
援
課
長
）

あ
け
ぼ
の
学
園 

　

園
長　

嵩
里
公
敏（
新
規
）

宮
古
厚
生
園

　

園
長　

平
良
吉
昭（
あ
け
ぼ
の
学
園 

園
長
）

　

生
活
支
援
課
長　

与
儀
文
博（
北
嶺
学
園 

管
理
課
長
）

八
重
山
厚
生
園

　

生
活
支
援
課
長　

石
垣
孝（
八
重
山
厚
生
園 

介
護
支
援
専
門
員
）

　

管
理
課
長　

新
城
佳
一（
新
規
）

ご寄贈
いただきました
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職
員
に
趣
味
の
こ
と
を
聞
く
と
、「
趣

味
が
な
い
か
ら
さ
ぁ
〜
」
と
か
「
人
に
自

慢
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
ら
ね
〜
」
な
ど

と
返
答
さ
れ
る
。
自
分
自
身
に
お
き
か
え

考
え
て
み
た
が
、
自
身
趣
味
が
な
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
好
き
な
物

は
何
か
な
い
か
考
え
る
と
、
お
気
に
入
り

の
タ
ン
ブ
ラ
ー
に
大
好
き
な
コ
ー
ヒ
ー
が

入
っ
て
い
る
の
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
そ

う
だ
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
だ
！

　

10
年
以
上
前
、
知
人
に
ス
タ
バ
の
コ
ー

ヒ
ー
を
紹
介
し
て
も
ら
い
虜
に
な
り
ま
し

た
。
毎
日
7
〜
8
杯
は
飲
み
ま
す
。

　

最
近
、
保
健
師
か
ら
少
し
コ
ー
ヒ
ー
を

控
え
水
を
飲
む
よ
う
に
指
導
を
受
け
、
控

え
て
い
ま
す
が
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
む
と
元
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

特
に
ス
マ
ト
ラ
は
美
味
い
で
す
よ
！
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。

障
害
者
支
援
施
設
　
あ
け
ぼ
の
学
園

管
理
課
長

佐
久
田 

政
幸

さ
く
だ
　
　
　
ま
さ
ゆ
き

　

私
の
愛
犬
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ッ
ド
リ

バ
ー
の
福
君
７
歳
と
、
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル

レ
ッ
ド
リ
バ
ー
の
大
吉
君
３
歳
の
男
の
子

達
で
す
が
、
私
の
趣
味
は
こ
の
子
た
ち
と

の
散
歩
。

　

幾
多
の
困
難
を
乗
り
切
っ
た
私
た
ち
夫

婦
を
支
え
て
く
れ
た
の
が
、
こ
の
ワ
ン

ち
ゃ
ん
達
で
す
。
最
初
の
一
頭
目
か
ら
す

る
と
、
４
匹
目
で
す
が
、
日
課
の
散
歩
と

ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
写

真
に
も
あ
る
よ
う
に
自
家
用
車
も
愛
犬
専

用
の
軽
自
動
車
で
、
こ
の
車
も
全
く
同
じ

型
の
車
で
三
代
目
で
す
。

　

世
界
一
犬
嫌
い
な
私
が
、
従
弟
か
ら
は

「
兄
さ
ん
が
犬
を
飼
う
と
は
」
と
笑
わ
れ

た
位
犬
嫌
い
で
し
た
が
、
い
ま
で
は
我
が

家
の
愛
犬
は
愛
お
し
い
存
在
で
、「
恩
人
？

犬
」
で
す
、
こ
れ
か
ら
も
愛
犬
と
の
散
歩

や
ド
ラ
イ
ブ
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
名
護
厚
生
園

管
理
課
長

玉
城 

均

た
ま
き
　
ひ
と
し

日
々
の
楽
し
み

沖
縄
好
き
が
高
じ
て

　

私
の
日
々
の
楽
し
み
は
、
子
供
た
ち
の

部
活
動
観
戦
で
す
。
高
校
生
の
長
男
と
小

学
生
の
長
女
と
も
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
し
て
お
り
、
大
会
の
応
援
に
よ
く
行
き

ま
す
が
、
気
持
ち
が
入
り
す
ぎ
て
我
を
忘

れ
る
ほ
ど
の
め
り
込
み
応
援
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
各
大
会
も

中
止
に
な
っ
た
り
、
大
会
が
開
催
さ
れ
て

も
無
観
客
で
の
開
催
だ
っ
た
り
で
、
観
戦

が
で
き
な
い
状
況
で
も
あ
り
ま
す
が
早
く

終
息
し
て
、
再
び
試
合
観
戦
が
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急

事
態
宣
言
中
は
部
活
動
も
制
限
さ
れ
、
な

か
な
か
練
習
が
で
き
な
い
環
境
の
中
、
子

供
た
ち
は
工
夫
し
て
自
宅
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
お
り
、
頑
張
っ
て
い
る
子
供

た
ち
の
背
中
を
見
て
私
も
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
具
志
川
厚
生
園

介
護
員

野
原 

志
乃

の
は
ら
　
　
　
し
の

　

私
が
沖
縄
に 

魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
で
し
ょ
う
？
国
際

通
り
で
「
か
ん
か
ら
三
線
」
を
買
い
、
そ

の
気
に
な
り
、
い
つ
の
日
か
ら
か
三
線
教

室
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
通
っ
た
教
室
は
ポ
ッ
プ
ス
・
沖

縄
・
宮
古
・
八
重
山
民
謡
、
何
で
も
ご
ざ

れ
。
ど
れ
も
こ
れ
も
ま
と
め
て
「
沖
縄
の

唄
っ
て
い
い
ね
〜
」
な
具
合
。
八
重
山
民

謡
習
を
習
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
八
重

山
に
思
い
を
は
せ
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
の
移

住
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
文
化
・
八
重
山
の
文
化
が
大
好

き
な
私
。「
に
し
の
も
り
保
育
園
」
は 

沖

縄
最
南
端
の
保
育
園
！
沖
縄
色
も
い
っ
ぱ

い
で
す
。
三
線
の
あ
る
生
活
を
楽
し
み
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
沖
縄
の
唄
や
文
化

に
ふ
れ
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

に
し
の
も
り
保
育
園

保
育
士

藤
田 

友
美

ふ
じ
た
　
　 

と
も
み

職員の語らい
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